
 

 

2024年度年次報告書 

海洋と CO2の関係性解明から拓く海のポテンシャル 

2023年度採択研究代表者 

 

 

横山 祐典 

 

 

東京大学 大気海洋研究所 

系長・教授 

 

 

微量高速 C-14分析による水圏炭素動態解明手法の開発 

 

 

主たる共同研究者： 

大河内 直彦 （海洋研究開発機構 海洋機能利用部門 部門長） 

山口 保彦 （滋賀県琵琶湖環境科学研究センター 総合解析部門 主任研究員） 

  



 

 

研究成果の概要 

チーム全体で 2024年度は、分析前処理システムの制作、メタンガスの分離法の検討、アミノ酸

の単離実験、フィールド調査・試料採取を行った。 

 横山グループでは加速器質量分析技術の改良のため、現有の分析装置の改修を行った。また

複数の研究航海（白鳳丸 KH25-1、かごしま丸 KG2416）において試料採取した。昨年度に実施し

た既存データの再検討により、5報の原著論文の発表に至った。そのうち、「代表的原著論文」に

示した、Ando et.al （2024）は、海水の溶存無機炭素(DIC)の C-14の多点数分析技術をスケトウダ

ラ生態学の解明に応用した成果で、北海道周辺のスケトウダラの移動履歴を個体ごとに明らかにし

たという水産学的にも重要な成果であり、プレスリリースを行った結果、北海道新聞朝刊 1面にそ

の概要が掲載され社会的関心も引くものだった。その他 4報は DICの C-14を詳細に分析したも

ので、今後の基礎研究の発展に寄与する成果である。2024年度に行った C-14を用いたマングロ

ーブ林の炭素量の高精度見積の論文も受理済みである。また Y-X追加支援による、「試料濃縮シ

ステムの構築」や R-Xの追加支援を得て、現有機器の改修作業を含め、海洋ケミカルマーカー計

測拠点の確立に向け開発を進めている。 

 大河内グループでは、天然物からメタンおよびアミノ酸の単離・精製手法開発を行った。さらに Y-

X追加支援による、「炭酸カルシウムのホウ素同位体分析」の検討を実施し窪田研究員を中心に

炭酸カルシウムのホウ素同位体分析法の確立に向けた研究を行なっている。 

 山口グループでは、本年度より琵琶湖のフィールド調査を本格開始した。滋賀県が所有する調

査船“びわかぜ”を用いて、湖水中の水温、溶存酸素濃度、クロロフィル蛍光、濁度等のセンサー

観測を行い、琵琶湖北湖第二湖盆にて、水試料や湖底堆積物試料の採取を毎月実施し成果の

一部を投稿準備中である。 
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